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「ガザミとのたたかい」

　令和２年度の“みやかん”の表紙には、「2019仙台市下水道フェア児童・生徒絵画コン
クール入賞作品」の優秀作品を掲載しています。（学校及び学年は受賞時）
　仙台市下水道フェアは、展示、実演、発表、体験などを通して、楽しみながら下水道と
水環境について広く市民に知ってもらい、また考えてもらうイベントとして、仙台市下水
道フェア実行委員会主催のもとで、平成５年から開催されており、その中で、市内の小・
中学生を対象に「水」をテーマとした絵画コンクールが行われています。

表紙絵画・資料提供
仙台市建設局

今月の表紙

上遠野　雄大さん
（仙台市立加茂小学校１年生）

•••••••••••••••••••••••••••
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　５月25日（月）、現下の新型コロナウイルス感染症拡大の現状を鑑み感染
防止の観点から、令和２年度通常総会を当組合において開催したところ、
組合員103名（内、書面議決101名）が出席し、第１号議案から第６号議案
まで原案どおり可決した。
　第７号議案の役員改選は、同日午前９時から午後３時まで、当組合の３
階研修室で連記式無記名投票による選挙を実施した。当選した理事14名（員
外理事３名を含む）と監事３名は、即日就任を承諾した。
　翌26日に理事会を開催し、第45期代表理事に井上環氏（井上設備工業㈱）
が選任され、当組合第16代理事長に就任した。

三密を避けて選挙が行われました

　なお、議案項目は次のとおり。

第１号議案　�令和元年度事業報告書並びに財産目録・貸借
対照表・損益計算書・収支決算書及び剰余金
処分案承認の件

第２号議案　�令和２年度事業計画書並びに収支予算書案決
定の件

第３号議案　役員報酬決定の件
第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
第５号議案　令和２年度組合新規加入者の加入金決定の件
第６号議案　令和２年度借入金残高の最高限度額決定の件
第７号議案　役員改選の件

令和２年度通常総会を開催
～第16代理事長に井上環氏が就任～

井上新理事長

　また、例年通常総会後に開催している表彰式と懇親会は中止とし、各表彰該当者へは、後日賞状と
記念品をお届けした。各受賞者は次のとおり。（敬称略）

　◎令和元年度業界功労者    
　　国土交通大臣表彰
　　　故　佐竹　毅彦（株式会社 金華工業商会）
　　宮城県知事表彰
　　　藤岡　正行（株式会社 アトマックス）
　　仙台市技能功労者表彰受賞
　　　中村　　稔（渡辺建設工業 株式会社）
      　大久保正樹（株式会社 ヨネヤマ設備）

◎令和元年度資材利用協力組合員（代表１社）
　　株式会社 ヨネヤマ設備
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第45期役員（敬称略）

理　事　長　　井　上　　　環（新任）　　井上設備工業 株式会社
副 理 事 長　　菅　原　雅　美（再任）　　株式会社 同和設備工業所     
　　同　　　　小　林　照　和（新任）　　株式会社 興盛工業所           
専 務 理 事　　吉　田　秀　之（再任）　　宮城県管工業協同組合 
理　　　事　　藤　井　秀　男（再任）　　宮城県管工業協同組合 
　　同　　　　赤　間　勇一郎（再任）　　株式会社 赤間総業         
　　同　　　　松　岡　清　一（再任）　　株式会社 松清産業           
　　同　　　　小　野　修　司（再任）　　全栄興業 株式会社           
　　同　　　　小　川　憲　昭（再任）　　宮城県管工業協同組合 
　　同　　　　渡　辺　毅　浩（再任）　　中央管工業 株式会社         
　　同　　　　郷　古　孝　雄（再任）　　有限会社 藤英工業           
　　同　　　　相　澤　良　朋（新任）　　株式会社 相澤設備
　　同　　　　大　浦　　　明（新任）　　株式会社 仙塩管工事センター
　　同　　　　服　部　達　彦（新任）　　服部産業 株式会社
監　　　事　　武　田　正　晃（再任）　　株式会社 日幸商會           
　　同　　　　大　泉　雄　介（新任）　　株式会社 北栄工業所
　　同　　　　鈴　木　恵　一（新任）　　株式会社 多賀工業所           
常任相談役　　渡　辺　　　皓　　　　　　中央管工業 株式会社

［新理事長のプロフィール］

氏　　名　　井
いの

　上
うえ

　　　環
たまき

勤 務 先　　井上設備工業㈱ 代表取締役社長
生年月日　　昭和36年10月24日生
最終学歴　　昭和59年３月　東北学院大学 経済学部卒
職　　歴　　昭和59年４月　㈱興盛工業所
　　　　　　平成元年４月　井上設備工業㈱入社
　　　　　　平成15年12月　同社代表取締役社長就任

宮城県管工業協同組合役職歴
　平成20年５月〜平成22年５月　監事
　平成22年５月〜令和２年５月　理事
　令和２年５月〜現　在　　　　理事長

各青年部活動歴
　平成18年度〜平成21年度　宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会 会長
　平成22年度〜平成27年度　宮城県中小企業団体青年部連絡協議会 副会長
　平成18年度〜平成21年度　全国管工事業協同組合連合会青年部協議会 理事
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宮城県管工事業協同組合連合会令和２年度通常総会開催

　５月28日（木）、仙台市青葉区本町の管工事会館において、宮城県管工事業協同組合連合会（略称：
宮管連）の令和２年度通常総会が開催され、会員等13名が出席した。
　午後２時、当組合（宮管連事務局）の千葉総務課長の司会で開会し、はじめに星副会長から挨拶が
あり、続いて星副会長が議長に就任して議案の審議に入った。
議事は、宮管連の藤井専務理事（当組合理事）から各議案の
提案説明がなされ、全て満場一致で原案どおり可決された。
　なお、第７号議案の役員改選の件は指名推選と決し、白石
市管工事業協同組合の髙橋理事長と大崎市管工事業協同組合
の佐藤理事長、多賀城市管工事業協同組合の大友理事長が選
考委員を務め、理事11名、監事２名を選考、指名を受けた各
氏は満場一致の賛同を得て、その場で就任を承諾した。

［議案項目］
　第１号議案　�令和元年度事業報告書並びに財産目録・貸借対照表・損益計算書・収支決算書及び剰

余金処分案承認の件
　第２号議案　令和２年度事業計画書並びに収支予算書案決定の件
　第３号議案　役員報酬決定の件
　第４号議案　経費の賦課及び徴収方法決定の件
　第５号議案　令和２年度新規加入者の加入手数料決定の件
　第６号議案　令和２年度借入金残高の最高限度額決定の件
　第７号議案　役員改選の件
［第14期役員］
　会　　長　星　　　　　進　氏（新任）石巻広域管工事業協同組合
　副 会 長　佐　藤　政　志　氏（再任）大崎市管工事業協同組合
　 同 　井　上　　　環　氏（新任）宮城県管工業協同組合
　専務理事　藤　井　秀　男　氏（再任）宮城県管工業協同組合  
　理　　事　髙　橋　良　夫　氏（再任）白石市管工事業協同組合
　 同 　大　友　和　弘　氏（再任）多賀城市管工事業協同組合
　 同 　千　葉　信　宏　氏（再任）登米市管工事業協同組合
　 同 　佐　藤　康　浩　氏（再任）名取市管工事業協同組合
　 同 　小　野　貴　市　氏（再任）岩沼市水道工事業協同組合
　 同 　澤　井　　　充　氏（再任）気仙沼管工業協同組合
　 同 　菅　原　雅　美　氏（再任）宮城県管工業協同組合
　監　　事　今　野　勝　秀　氏（再任）石巻広域管工事業協同組合
　 同 　髙　橋　伸　嘉　氏（新任）大崎市管工事業協同組合
  
　また、例年開催されている総会後の表彰式と懇親会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点
から中止となり、業界功労者への顕彰状、優良従業員に対する表彰状は、後日、各事業所を通じて伝
達された。（敬称略）
［業界功労者顕彰］
　平成31年春の叙勲瑞宝単光章　阿部　義之　㈱晃和工業（石巻広域管工事業協同組合）
　国土交通大臣表彰　故　佐竹　毅彦　㈱金華工業商会（宮城県管工業協同組合、以下：宮管）
　宮城県知事表彰　藤岡　正行　㈱アトマックス（宮管）
［優良従業員表彰］
　稲邉　秋夫　㈱加納工業所（宮管）　　　　　石川　健一　㈱村上瓦斯工業所（宮管）
　早坂　幾子　㈱北栄工業所（宮管）　　　　　黒田　　勉　中央管工業㈱（宮管）
　藤井　伸一　坪田工業㈱（宮管）　　　　　　渡辺　宏幸　日新設備㈱仙台支店（宮管）

細心の注意を払って総会を開催した
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　当組合第15代理事長 佐竹毅彦氏（㈱金華工業商会 代表取締役社長）
におかれましては、かねて病気療養中のところ令和２年４月15日に逝
去されました。61歳でした。
　佐竹理事長は、平成６年４月に家業の㈱金華工業商会に入社され、
平成11年９月に先代の遺志を受け継いで代表取締役社長に就任、以来、
県内屈指の管工事業者として、社会インフラの整備に寄与されました。
英明闊達な人柄で周囲から信望を集め、業界にとどまらず誰からも慕
われておりました。
　組合においては、平成18年５月に監事に就任し、経営者の視点で組
合の財務内容を精査するなど、その能力が高く評価されて平成20年５
月には理事に選出されました。その後、平成25年５月に副理事長の職

に就き、渡辺理事長（当時）を補佐しながら組合の経営基盤強化に努められました。そして、平成29
年９月、渡辺理事長が勇退するにあたり、理事会全会一致の賛同を得て理事長に就任、組合の経営や
業界のＰＲに鋭意取り組まれておりました。業界のためにと思い描いていたことがいろいろとあった
でしょうから、志半ばでの逝去に、ご本人はもとより組合としても痛恨の極みであります。

　佐竹理事長は、平成14年から２期４年にわたって当組合青年部連絡協議会の会長を務められ、特に
教育・研修事業に力を注ぎ、優秀な若手経営者の育成に成果を上げられました。
　平成20年からの４年間は、組合広報委員会の副委員長として当誌の編集と発刊に携わるとともに、
平成22年からは企画委員会の委員長を併任して組合扇町事業所の整備計画を担当し、新倉庫の建設や
既存事務所棟の改修内容等について種々検討を行い無事竣工させました。平成24年からは上下水道委
員会の委員長を任され、上下水道にかかる様々な諸課題について議論を重ね、課題解決に向けて心血
を注がれました。
　理事長に就任してからは、後継者（人手）不足が顕著になる業界の将来を憂慮され、業界のＰＲ事
業に力を注がれました。中でも組合初の試みとして、令和元年８月31日と９月１日に仙台駅東西自由
通路で実施したＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」は業界内外から多くの反響を呼び、様々なメディ
アを通じて改めて業界をＰＲすることができました。また最近では、仙台市の水源の一つである青下
水源地の水源涵養林の保全育成等を目的とした「青下の杜プロジェクト」の企画に賛同なされ、令和
２年１月に仙台市と協定を締結したところで、今後の活動について検討している最中での訃報となり
ました。
　当組合の外にも、宮城県管工事業協同組合連合会会長、（一社）宮城県空調衛生工事業協会理事長、（公
財）仙台市水道サービス公社評議員、宮城県建設産業団体連合会副会長など数々の要職に就き、令和
元年には国土交通大臣表彰を受賞するなど、今後益々の活躍が期待されていたところでもありました
ので、業界にとりましては、まさに青天の霹靂でした。

　通夜、葬儀は時節柄、近親者のみで執り行われ、現下の新型感染症が終息した後、「お別れの会」
を行う予定です。
　謹んで故人のご冥福をお祈り致します。

 佐竹理事長逝去
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組合役員によるベトナム視察研修
（前列左から2人目／平成29年2月14日〜17日）

市民向けＰＲイベント「未来へつなぐ命の水」開会式
（令和元年8月31日〜9月1日）

令和元年度宮管親善ゴルフコンペ（前列左から4人目／令和元年9月5日）

仙台市水道事業管理者へ陳情
（令和元年11月26日）

創立70周年記念祝賀会（平成29年5月19日）

仙台高等技術専門校での工具セット贈呈式
（前列左から4人目／平成31年4月18日）

青下の杜プロジェクトに関する協定締結式
（令和2年1月16日）
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青年部コーナー

『2020年全管連青年部・宮管青年部合同ボランティア活動』に参加して

副会長　扇　俊介（藤倉設備工業㈱）

　令和２年２月20日（木）に、全国管工事業協同組
合連合会青年部連絡協議会（略称：全管連青年部）
と宮城県管工業協同組合青年部連絡協議会（略称：
宮管青年部）の合同による復旧ボランティア活動
を宮城県丸森町にて行いました。
　このボランティア活動は、令和元（2019）年10
月12日に日本に上陸した台風19号により、関東地
方や甲信地方、東北地方などが記録的な大雨とな

り、甚大な被害がもたらされたことを受け、計画し実施に至りました。
　宮城、神奈川、兵庫、福島、栃木、山形、埼玉、東京と、全国各地から32名という多くの青年部の
仲間たちが参加しました。
　ボランティア活動の内容としては、床上浸水した家屋の基礎内部に堆積した土砂を屋外へ排出して
ダンプに手積みし、町指定の捨て場へ運搬することが主でした。
　災害から４カ月以上が経っていましたが、いまだ手つかずの被災した家屋が多く見受けられ、極寒
の中、私たちは必死に作業に取り組みました。帰り際に、地元の世話役である社会福祉協議会の方々
に「是非また来て頂きたい！！」と大変感謝されました。
　異常気象や大震災などは起こらないことが一番ではありますが、またこのような災害が発生した時
には、青年部の仲間たちと共に一刻も早く復旧復興活動に勤

いそ

しみたいと思った事業活動でした。
　この活動に関わった多くの仲間たちに感謝致します。

日本鋳鉄管㈱　特約店

株式会社
代表取締役　植　原　文　夫

（本　　　社）〒116-0013 東京都荒川区西日暮里３－６－７　電話 03（5809）0562（代）  FAX03（5809）0563
（東北営業所）〒981-3215 仙台市泉区北中山４－１－２　　　電話 022（379）4393（代）  FAX022（379）4394
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仙台と言えば…「定義さん」

　今回は、仙台市青葉区大倉字上下の自然豊かな山の中にあり、昔から多くの人たちの心の拠り所と
なってきた庶民信仰のお寺をご紹介します。正式名称は「浄土宗極楽山西方寺」と言いますが、一般
に「定義如来」や「定義山」、親しみを込めて「定義さん」と呼ばれ、門前町を含めた周辺一帯は「定
義」と呼ばれています。
  仙台弁の発音特性から、この「定義」は「じょうげ」と発音され、住所の小字も「上

じょう

下
げ

」と表記さ
れています。しかし、観光客に対応する宮城県庁や仙台市役所、道路の案内標識などでは、共通語・
標準語の発音にならって「じょうぎ」と記載されているため、仙台市民の間では「じょうげ」と「じょ
うぎ」の２通りの発音が混在しています。

〇由来
　「定義」という名称には由来があり、約800年前の壇ノ浦の戦い（1185年）まで遡ります。平家の重
臣であった平

たいらのさだよし

貞能公は壇ノ浦の戦いで敗れた後、主の平重盛公から阿弥陀如来の掛け軸を託されま
した。この掛け軸を護りながら、源氏の追討ちから逃れるために隠れ住んだ所が、現在の地であり、
この時貞能公は世をはばかり、名を「定

さだ

義
よし

」と改め、安徳天皇と平氏一門の冥福を祈って阿弥陀如来
の掛け軸を安置したと伝わっています。このことから、この地が「定義」と呼ばれ、阿弥陀如来が「定
義如来」と呼ばれるようになったといわれています。
　なお、境内には貞能公への感謝とご供養、そして人類の平和を祈念するシンボルとして建立された
立派な五重塔があります。また、この五重塔の南側にある展示室「玉手箱」では、定義如来が創立さ
れるまでの歴史を知ることができます。

〇パワースポット
　「定義さん」は一生に一度の願いを叶えてくれるお寺といわれており、昔から参拝者が絶えません。
縁結びなどの御利益があるパワースポットとしても有名であり、境内では縁結びの絵馬が手に入りま
す。
　また、境内には、平貞能公がこの地に逃げ着いた時に、それまで護持してきた安徳天皇の遺品を埋
めて冥福を祈ったとされる「天皇塚」という場所があり、そこに「連理の欅」と呼ばれる縁結びの欅
が生えています。遺品と共に植えられた２本の欅が成長して、いつしか１本の木のように結ばれたた
め、縁結びの御神木として拝まれるようになりました。現在この欅は根だけとなりましたが、その隣
に子供の木、孫の木も育ち、子授けを願う人々の信仰を集める場所になっています。

〇名物「三角定義あぶらあげ」
　定義周辺には、焼きだんごやみそおにぎりなどの美味しい食べ物がたくさんありますが、中でも一
番有名なのは「三角定義あぶらあげ」です。顔が隠れるほどの大きさで、厚みもあり食べ応え抜群で、
揚げたての熱々の状態で食べることができます。この油揚げは、「定義さん」へ精進料理用の豆腐を
製造するために明治23（1890）年に創業した「定義とうふ店」が販売しています。お参りの後は、是
非立ち寄ってみてはいかがでしょうか。

新型コロナウイルスの影響により、お寺の開門時間が変更され、ご祈祷は休祷して
おり、閉所している施設もあります（５月９日現在）。訪れると心が洗われ、美味
しいものも楽しめ、近くには水道記念館もあるので、事態が終息した後の外出先の
候補として是非加えていただきたい場所です。

Mr. みやかん



− 8−

Mr. みやかんの「これ知ってる？」

 「豆腐」
　ひんやりとした冷や奴が美味しい季節になりました。
　豆腐は、栄養豊富で消化も良い優秀な食品です。しかも、入手しやすく、そのまま食べることも出
来るほか、味噌汁や鍋料理、味噌田楽など様々に料理されています。今回は豆腐についてご紹介します。

木綿豆腐の名称は、豆乳をこすときに木綿を使用することが由来で
したが、絹ごし豆腐は、絹でこしているわけではないのですね。

Mr. みやかん

　平安時代に、中国から遣唐使によって日本へ伝わったという説が有力です。空海が伝えたとい
う説、鎌倉時代の帰化僧が伝えたという説があります。湯葉やこんにゃくなどとともに鎌倉時代
に伝来したという説もあるようです。
　鎌倉時代末期に庶民へ伝わり始め、室町時代に日本各地へ広がりました。
　江戸時代には、人々にとって一般的な食材となったと言われています。江戸時代中期ごろの元
禄４（1691）年に、玉屋忠兵衛が初めて「絹ごし豆腐」を作りました。それまでは、豆腐といえ
ば、現在の「木綿豆腐」のみでした。当時、庶民に人気があったのは、豆腐を串に刺して焼き、
赤みそを付けて食べる豆腐の田楽だっだそうです。
　なお、玉屋忠兵衛が開いた「笹の雪」は老舗豆腐料理店として、現在も続いています。

　「木綿豆腐」と「絹ごし豆腐」、含まれる水分量の違いにより食感や味わい、特長が異なります
が、みなさんは、どちらがお好みですか？

◇木綿豆腐
　固まった絹ごし豆腐を木綿の布を敷いた容器に入れ、圧力を加えて水分を抜いたもので、しっかり
とした食感とより濃厚な豆腐の味わいがあります。
　製造過程で水分を絞るため、栄養分が凝縮されるので、タンパク質、カルシウム、鉄分が絹ごし豆
腐より２～３割多く含まれるそうです。

◇絹ごし豆腐
　豆乳と凝固剤を混ぜたものを、そのまま容器に入れ固めて作ります。出来上がりが絹のようになめ
らかで、のどごしも柔らかいので絹ごしといわれています。
　ビタミンＢやカリウム等が木綿豆腐より多く含まれているそうです。（木綿豆腐は、水分を絞る際
に、水溶性の栄養素が流れてしまうため）

歴史
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組 合 の う ご き

３月３日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和元年度教育・研修及び福利厚生事業について
　　　　　　　　・宮管安全大会実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ゴルフコンペ実施報告
　　　　　　　　・給水装置工事主任技術者試験受験準備講習会実施報告
　　　　　　　　・宮管親善ボウリング大会実施報告
　　　　　　　②令和元年度教育・研修及び福利厚生事業報告
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和２年度教育・研修及び福利厚生事業計画（案）について
　　　　　　　②組合新規加入申込者について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①次回委員会の開催について
３月５日（木）・仙台地区木造家屋等建築工事安全委員会並びに幹事会合同会議に白戸工事部次長出席
３月10日（火）・広報委員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①“みやかん”若草号の発刊について
　　　　　　　②�“みやかん”平成31（令和元）年度収支決算見込並びに令和２年度収支予算（案）

について
３月11日（水）・㈱宮城県管工事会館役員会に菅原副理事長外出席
３月12日（木）・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第２回団体交渉に吉田専務理事外が対

応
３月19日（木）・３月度理事会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③広報委員会報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤職員及び嘱託員の人事について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和２年度通常総会提出予定議案等について
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　　　　　　　②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　　　　　　　③労組の2020春季要求に対する回答方針について
　　　　　　　④組合新規加入申込者について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①決算予想と期末決算手当の支給について
　　　　　　・労組ＪＡＭ宮城県管工業協同組合ユニオンとの第３回団体交渉に吉田専務理事外が対

応し、妥結
３月31日（火）・決算棚卸し

４月１日（水）・人事発令
４月９日（木）・㈱宮城県管工事会館役員会に菅原副理事長外出席
　　　　　　・令和２年度随時実施技能検定（建築配管）実技試験が実施され、福田幸穂社長（㈱加

納工業所）が技能検定委員として運営にあたる
４月10日（金）・宮管連監査会に小川理事外出席
４月18日（土）・組合創立73周年記念日
４月21日（火）・総務・厚生委員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①令和元年度内の組合員のうごき（加入及び脱退）について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和２年度通常総会議案について
　　　　　　　　・令和元年度決算について（第１号議案関係）
　　　　　　　　・令和２年度予算案について（第２号議案関係）
　　　　　　　　・令和２年度賦課金について（第４号議案関係）
　　　　　　　　・令和２年度組合新規加入者の出資金及び加入金について
　　　　　　　　　（第５号議案関係）
　　　　　　　②令和２年度通常総会役員改選に伴う選挙管理委員の選任について
　　　　　　　③令和２年度教育・研修事業について
　　　　　　　　・宮管安全大会の実施について
４月22日（水）・第４・四半期監査会開催
４月23日（木）・４月度役員会開催
　　　　　　　※報告事項
　　　　　　　①庶務報告
　　　　　　　②共同事業実績報告
　　　　　　　③決算棚卸し（在庫）報告
　　　　　　　④総務・厚生委員会報告
　　　　　　　⑤第４・四半期監査報告
　　　　　　　⑥�仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認につ

いて
　　　　　　　⑦�仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結に

ついて
　　　　　　　⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　　　　　　　⑨既設配水管管体等調査業務委託の見積入札及び委託契約の締結について
　　　　　　　⑩令和２年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　　　　　　　⑪2020春季労使交渉の経過と妥結内容について
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　　　　　　　⑫組合員の脱退について
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和元年度決算について
　　　　　　　②令和２年度収支予算案について
　　　　　　　③令和２年度通常総会提出議案（議案書）について
　　　　　　　④令和２年度通常総会正副議長候補者について
　　　　　　　⑤総会の予定等について
　　　　　　　※その他
　　　　　　　①全管連創立60周年記念式典・祝賀会・記念旅行等に関する予備調査について
４月27日（月）・４月度臨時役員会開催
　　　　　　　※協議事項
　　　　　　　①令和２年度通常総会について（再検討案）
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組合員のうごき

○組合員代表者変更

　坪田工業 株式会社 （No.206）	 【令和２年４月１日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役　　坪　田　映　二
　　　　　　　　　前　　代表取締役　　坪　田　達　映

　株式会社 金華工業商会（No.59）	 【令和２年４月23日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役　　佐　竹　正　美　
　　　　　　　　　前　　代表取締役　　佐　竹　毅　彦

　萱場工業 株式会社（No.69）	 【令和２年５月１日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役　　萱　場　史　郎
　　　　　　　　　前　　代表取締役　　萱　場　　　昭

　藤倉設備工業 株式会社（No.25）	 【令和２年５月12日付】

　　　　　　　　　新　　代表取締役　　扇　　　俊　介
　　　　　　　　　前　　取締役会長　　扇　　　　　功

○組合加入

　有限会社 勇扇工業（No.213）	 【令和２年４月１日付】
  　　代表取締役　後　藤　勇　夫            　　
　　　　　　　    　　〒981−3201　仙台市泉区泉ヶ丘５丁目15−27
　　　　　　　    　　ＴＥＬ（０２２）３７３－９００８
　　　　　　　    　　ＦＡＸ（０２２）３４３－７０５４
　　

○組合員脱退
　
　有限会社 丸安設備工業（No.11）	 【令和２年３月31日付】
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理事（役員）会報告

－３月度理事会－

１．日　　時　　令和２年３月19日（木）15：00 ～ 17：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・藤井理事・小林理事
　　　　　　　　　　　　　井上理事・赤間理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事・小川理事
　　　　　　　　　　　　　渡辺理事・郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計13名
      　　　　　　事務局　　須藤総務部長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の２月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について、それぞれ２月度の実績と予算比、及び前年比等
が報告され、一同了承した。

③広報委員会報告
　赤間広報委員長より、３月10日に開催した首題委員会において、機関誌「みやかん」若草号の掲載
予定記事と表紙写真、機関誌発行に係る令和元年度収支決算見込み及び令和２年度収支予算案につい
て審議した内容が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　井上総務・厚生委員長より、３月３日に開催した首題委員会において、令和元年度の総務・厚生委
員会所管事業の報告を行った旨と、令和２年度事業計画案について協議した内容が報告され、一同了
承した。

⑤職員及び嘱託員の人事について
　吉田専務理事より、令和２年３月31日付発令の定年退職者４名と、翌４月１日付発令の人事の内、
正職員の採用２名、昇格２名、異動５名、及び嘱託員の継続雇用３名と同新規雇用４名について説明
され、一同了承した。

※協議事項
①令和２年度通常総会提出予定議案等について
　吉田専務理事より、５月25日（月）に開催する令和２年度通常総会の開催方法と、総会予定議案等が
説明され、一同了承した。

②㈱宮城県管工事会館との土地賃貸契約の更新について
　須藤総務部長より、㈱宮城県管工事会館と締結している土地賃貸契約について、従前通り、賃貸料
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は直近３カ年の路線価平均額から算出した金額で契約更新したい旨が説明され、一同了承した。

③労組の2020春季要求に対する回答方針について
　吉田専務理事より、労組の今季要求に対する使用者側の回答方針が提案されるとともに、回答指定
日の団体交渉で文書提示したい旨が説明され、一同了承した。

④組合新規加入申込者について
　井上総務・厚生委員長より、２月28日付で当組合へ加入申込みがあった㈲勇扇工業について、３月
11日に総務・厚生正・副委員長と小川理事、千葉総務課長で行った実態調査の内容が説明され、協議
の結果、加入を承認することで一同了承した。

※その他
①決算予想と期末決算手当の支給について
　須藤総務部長より、令和元年度決算予想が説明され、次いで吉田専務理事より期末決算手当につい
て諮られ、一同了承した。
　

－４月度役員会－

１．日　　時　　令和２年４月23日（木）15：00 ～ 17：00
２．場　　所　　宮城県管工業協同組合　３階　研修室
３．出 席 者　　理　事　　菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・小林理事・井上理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事
　　　　　　　　　　　　　郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　須藤事務長・白戸工事部次長・小島資材部次長・千葉総務課長　計４名

４．議題及び議事経過
※報告事項
①庶務報告
　千葉総務課長より、組合の３月の主な会議及び行事等について報告され、一同了承した。

②共同事業実績報告
　小川理事より、資材と工事の各共同事業について、それぞれ３月度の実績を含む令和元年度の年間
実績（累計）と前年比及び予算比等が報告され、一同了承した。

③決算棚卸し（在庫）報告
　小川理事より、年度末の資材部商品並びに工事部材料の在庫量が報告され、一同了承した。

④総務・厚生委員会報告
　井上総務・厚生委員長より、４月21日に開催した首題委員会において、令和元年度内の組合員加入・
脱退の状況、令和２年度通常総会予定議案について審議した旨、また、今年度安全大会は新型コロナ
ウイルス感染拡大の現状を鑑みて中止とすることとした旨が報告され、一同了承した。
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⑤第４・四半期監査報告
　武田監事より、４月22日に行った令和元年度第４・四半期（決算）監査の結果、適法かつ正確に処
理されている旨が報告され、一同了承した。

⑥仙台市指定給水装置工事事業者の新規指定並びに排水設備工事業者の新規承認について
　白戸工事部次長より、仙台市指定給水装置工事事業者は令和元年12月から令和２年３月末までに新
規指定が９社、廃止が２社あり、３月末現在で612社になっていること、次に仙台市公認排水設備工
事業者は令和２年４月１日付で新規承認が５社、承認取消しが１社、非更新業者が２社あり、４月１
日現在で合計381社になっていることが報告され、一同了承した。

⑦仙台市水道修繕受付センター業務委託（その２）の見積入札及び委託契約の締結について
　白戸工事部次長より、令和２年４月１日付で仙台市水道事業管理者と委託契約を締結した首題業務
の内容と従事組合員、及び業務委託料（単価）と共通費等について説明され、一同了承した。

⑧配水管及び給水装置修繕工事の見積入札及び工事請負契約の締結について
　白戸工事部次長より、令和２年度官公需共同受注事業として取り組む首題工事について、共同受注
委員会並びに官公需共同受注事業企画・調整委員会の承認内容に基づいて入札参加し、令和２年４月
１日付で契約を締結したことが報告されるとともに、前記契約後に１社が廃業することとなったため、
本日の同両委員会において、受注体制とその配分や共通費等について、協議した内容が説明され、一
同了承した。

⑨既設配水管管体等調査業務委託の見積入札及び委託契約の締結について
　白戸工事部次長より、首題業務について見積入札した結果、令和２年４月１日付で契約を締結した
こと、及びその内容が報告され、一同了承した。

⑩令和２年度備蓄倉庫賃貸借契約の締結について
　須藤事務長より、首題の件について、第２倉庫を前年度同様の条件で、仙台市水道事業管理者と令
和２年４月１日付で賃貸契約した旨が報告され、一同了承した。

⑪2020春季労使交渉の経過と妥結内容について
　吉田専務理事より、３月19日に労使交渉の末妥結した今年度の労働条件が報告され、一同了承した。

⑫組合員の脱退について
　須藤事務長より、令和２年３月31日付文書で組合員１社から３月31日付解散に伴う脱退届が提出さ
れたため、同日付で法定脱退とすることが報告され、一同了承した。

※協議事項
①令和元年度決算について
②令和２年度収支予算案について
　須藤事務長より、令和２年度通常総会に諮る首題の両件について、先ず、令和元年度の決算内容と
剰余金処分案等が説明され、次いで令和２年度の予算案について提案され、一同了承した。

③令和２年度通常総会提出議案（議案書）について
　吉田専務理事より、総会に提案する各議案の具体的な内容について説明され、一同了承した。
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④令和２年度通常総会正副議長候補者について
　吉田専務理事より、首題候補者案が示され、一同了承した。

⑤総会の予定等について
　吉田専務理事より、新型コロナウイルス感染拡大が続く中であっても総会を開催せざるを得ない理
由が説明されるとともに、開催方法等について提案され、前回理事会にて承認された出席者への御礼
に関する修正案は了承され、開催方法については、再度事務局で検討することとなった。

※その他
①全管連創立60周年記念式典・祝賀会・記念旅行等に関する予備調査について
　吉田専務理事より、10月21日に予定されている首題行事への参加予備調査について、現下の新型コ
ロナウイルス感染拡大の状況に鑑み、今回は少人数の参加申込みにしたい旨が提案され、一同了承し
た。

－４月度臨時役員会－

１．日　　時　　令和２年４月27日（月）
２．出 席 者　　理　事　　菅原副理事長・本山副理事長・吉田専務理事・小林理事・井上理事
　　　　　　　　　　　　　赤間理事・松岡理事・小野理事・中鉢理事・小川理事・渡辺理事
　　　　　　　　　　　　　郷古理事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計12名
　　　　　　　　監　事　　武田監事・大浦監事・相澤監事　　　　　　　　　　　　　　　計３名
      　　　　　　事務局　　千葉総務課長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計１名

３．議題及び議事経過
①令和２年度通常総会について（再検討案）
　通常総会の開催方法等について再協議するため、役員全員賛同のもと、臨時役員会を書面による持
ち回りで開催し、再検討案として総会は書面開催、役員選挙は一堂に会して行うのではなく、投票の
時間帯を設けることで密集を避けて行うことを提案した結果、理事・監事全員異議なく了承した。
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次頁

国税だより
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健康だより
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宮城県ＨＰより転載

「新しい生活様式」の実践例
（１）一人ひとりの基本的感染対策

（２）日常生活を営む上での基本的生活様式

（３）日常生活の各場面別の生活様式

（４）働き方の新しいスタイル

感染防止の３つの基本：①身体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗い
□人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。
□遊びにいくなら屋内より屋外を選ぶ。
□会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。
□外出時、屋内にいるときや会話をするときは、症状がなくてもマスクを着用。
□家に帰ったらまず手や顔を洗う。できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。
□手洗いは30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う（手指消毒薬の使用も可）

※高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。

移動に関する感染対策
□感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。
□帰省や旅行はひかえめに。出張はやむを得ない場合に。
□発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。
□地域の感染状況に注意する。

買い物
□通販も利用
□１人または少人数ですいた時間に
□電子決済の利用
□計画をたてて素早く済ます
□サンプルなど展示品への接触は控えめに
□レジに並ぶときは、前後にスペース

公共交通機関の利用
□会話は控えめに
□混んでいる時間帯は避けて
□徒歩や自転車利用も併用する

食事
□持ち帰りや出前、デリバリーも
□屋外空間で気持ちよく
□大皿は避けて、料理は個々に
□対面ではなく横並びで座ろう
□料理に集中、おしゃべりは控えめに
□お酌、グラスやお猪口の回し飲みは避けて

冠婚葬祭などの親族行事
□多人数での会食は避けて
□発熱や風邪の症状がある場合は参加しない

娯楽、スポーツ等
□公園はすいた時間、場所を選ぶ
□筋トレやヨガは自宅で動画を活用
□ジョギングは少人数で
□すれ違うときは距離をとるマナー
□予約制を利用してゆったりと
□狭い部屋での長居は無用
□歌や応援は、十分な距離かオンライン

□まめに手洗い・手指消毒　□咳エチケットの徹底　□こまめに換気
□身体的距離の確保　□「３密」の回避（密集、密接、密閉）
□毎朝で体温測定、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリをせず自宅で療養

□テレワークやローテーション勤務　□時差通勤でゆったりと　□オフィスはひろびろと
□会議はオンライン　□名刺交換はオンライン　□対面での打合せは換気とマスク

※　業種ごとの感染拡大予防ガイドラインは、関係団体が別途作成予定

外出控え 密集回避 密接回避 密閉回避 換気 咳エチケット 手洗い
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下水道編　５

☞仙台の上下水道施設「いろはにほへと」

秋保温泉浄化センター

　仙台市には浄化センターが５箇所あります。
今回は、処理量からいえば４番目ですが、他と
はちょっと違う秋保温泉浄化センターを紹介し
ます。この施設は、秋保温泉のホテル瑞鳳や華
乃湯から500ｍほど東に位置する名取川の右岸
に建設され、処理水の放流先は名取川です。秋
保温泉処理区の家庭及び観光汚水を対象とする
特定環境保全公共下水道として、昭和63（1988）
年９月から運転を開始しています。処理対象人
数は2,100人余り、日平均処理水量は2,300㎥と
小規模なので、空気との接触方法が他のセン
ターとは異なるオキシデーションディッチ法と
いう処理方式を採っています。
　これは、図のような回遊式の浅い水路（無終
端水路形状反応槽）を回りながら長い時間空気
と接触させる方法で、水面を水車のように一定
方向にかき回すローターという機械で空気を取
り入れながら回る水流を作ります。
　この方式の有利な点は、①処理対象水量に比

案内図

オキシデーションディッチ構造説明図

オキシデーションディッチ

べ大きな槽なので、流入水量や水質が大きく変化しても、また水温が下がっても、処理水質が安定し
ている。つまり、負荷変動に強い施設といえます。②構造が単純なので、維持管理が容易です。③前
述のローターは他の曝気方法に比べ動力が小さくて済みます。④汚泥の発生量が僅かです。
　一方、他の処理方法よりも広い設置場所が必要になるので、市街地や水量の多い処理場には向かな
いといえます。

　初めて見たときには、茶色の処理水が流れ
ており、これでいいのかなと思ったものです
が、実はその色になっている時がいい状態な
のです。処理状況によって、茶色も黒っぽかっ
たり白っぽかったり赤っぽかったりするので
すが、いい状態の赤っぽい時のディッチ付近
の匂いは、苔が生えている湿った土のような
個人的には好きな香りで、決して嫌な臭いで
はないと思っています。
　この浄化センターの管理業務は民間へ委託
しており、平日は３名で、２日以上管理しな
い日が続くことがないように、土日のどちら
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温泉第２ポンプ場が、ホテル瑞鳳の道路を挟んだ向かい側、新秋保橋のたもとにあります。そのポン
プ設備を稼働し続けながら改修したことがあります。秋保温泉処理区では、ホテルや旅館の風呂場の
洗い場から温泉が多少排水として下水に入ります。ポンプ場の中で下水が流入してくる所をポンプ井
といいますが、そこには他のポンプ場よりも温泉の影響を受けた排水が送られてくる可能性が高いと
考えられます。改修工事に当たっては、地域的特徴を考え、温泉排水で特に発生が危惧される硫化水
素の濃度計を設置し、且つ仮設の大きな換気装置を運転しながら作業を行いました。勿論労災事故な
どは起こさなかったのですが、どこかのホテルか旅館の排水ポンプが起動すると、下水管内の硫化水
素が排水に押し出されて送られてくるようで、濃度計の数値はある程度変動したように記憶していま
す。
　言うまでもありませんが、どんな施設や装置の建設や維持管理も、その地域の特性を考慮しなけれ
ばならないといういい例でした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（理事　　藤井　秀男）

ローター：撹拌で空気を入れ水流を作る

かは１名が出てきます。
　休日になると平日よりも処理水量が１割増
え、さすがに観光地だと納得させられました。
　一般に浄化センターでは、近隣への配慮か
ら池に覆蓋をかけ脱臭したりするのですが、
ここでは水処理の様子がすっかり観察でき、
下水中の微生物の働きで水を綺麗にしている
ことがよく理解できるので、多くの小学生が
見学に来ています。
　浄化センターの管理業務委託には秋保地区
のポンプ場４箇所の管理も含んでいます。そ
の一つ、この浄化センターに下水を送る秋保

■W175×H50 機関誌「宮城県管工業協同組合」



− 23 −

「一
ひ と

村
む ら

雨
さ め

の雨
あ ま

宿
や ど

り」
　村雨が通り過ぎるのを待つ間、一つ屋根の下で知らない人とともに雨宿りをするのも、前世か
らの深い因縁によるものだということ。
（「村雨」…ひとしきり激しく降ってやむ雨のこと）

諺・漢字コーナー　❖❖❖❖ ❖❖❖❖

――今月の諺――

――読んでみよう！書いてみよう！――
一、次の漢字の読みを（　）に書いてみて下さい。

１　枢要（　　　　　）
２　不肖（　　　　　）
３　淑女（　　　　　）
４　雷鳴（　　　　　）
５　寛厳（　　　　　）

二、次の文中のカタカナを（　）に漢字で書いてみて下さい。
１　あまりの暴言にフンガイした。　　　　　　　　　　（　　　　　）
２　穏やかなフンイキに包まれた。　　　　　　　　　　（　　　　　）
３　異論続出で会議はフンキュウした。　　　　　　　　（　　　　　）
４　火山がフンカした。　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　）
５　フンゼンとして敵に立ち向かう。　　　　　　　　　（　　　　　）
　　　　　　　    

三、次の（　）に漢字を入れて四字熟語を完成させてみて下さい。
１　抱　腹（　　）倒         　　２　率（　　）　垂　範

※解答は25頁です。
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編集歳時記
（2020年初夏号№491）

　新型コロナウィルスの感染で、日本中というよりも世界中が震撼しています。日本国内の緊急事態

宣言が解除になった５月25日現在、世界では540万人が感染し34万５千人が亡くなっています。国内

でも１万６千人以上が感染、850人を超える人が死亡しているというこの災害の拡がり具合は何なの

でしょう。

　私は地震対策に取り組んでいる水道局に勤務していた時、個人的には、大きな地震が来ても全市が

一斉に被災地となることはなく、無事な地域をベースに対応することになるだろうと考えていました。

しかし実際には、東日本大震災で岩手、宮城、福島県と広域に被害が発生、仙台市もほぼ全域で被災

し、自分の想定をはるかに超えた事態となりました。大勢の人が亡くなっただけでなく、交通網の分

断や物資の不足、情報が不足していた放射能の恐怖など、様々な点で日本中が影響を受けるという大

災害でした。

　こんな大きな災害は、少なくとも自分が生きている間にはもう無いだろうと思っていましたが、現

在、全世界を席捲する疫病が流行っています。治療薬やワクチンの開発が急がれ、いずれ対応策が出

てくるのでしょうが、また新たに別のウィルスが発生するということなので、最近は「ウィルスと共

生する生活」という概念を提唱する意見を耳にするようになりました。

　私たちが生きていくということは、この現代においても常に脅威が存在し、単純に何の心配もなく

安全、安心に前を向いていけるということではないようです。こう考えると、１万年前の人類が、地

震、噴火、津波、洪水、旱魃、猛獣や疫病など様々な事態を恐れながら生きていたのと、科学を信奉

し合理性を重んじ他の種を凌駕する現代人とで基本的には何も違いはないようです。しからばどう考

えるのか、この先は哲学か宗教の世界です。

　こんなことを考えていた時、４月15日に佐竹理事長が逝去という報せが届きました。謹んでお悔や

み申し上げます。

　振り返ってみると、佐竹理事長が２年半の在任中特に尽力されたのは、わが業界の一般市民への認

知度を上げること、誇りをもって仕事に従事すること、業界の地位や立場を強くすること、若い人が

一人でも多くこの世界に入職する道筋をつけることなどでした。業界の10年後、20年後という先を見

据え、危機感を持っていらっしゃいました。こういった方針の下、仙台駅構内で市民向けＰＲイベン

トを開催したことをはじめ、若年労働者の確保につながる宮城県立仙台高等技術専門校との絆を強く

することに力を尽くすなど、積極的に活動されました。また、宮城県や仙台市、特に水道局との関係

も重視し、自ら出向く機会も多くありました。

　没年61歳。まだまだ若くこれからという時に、さぞご無念だったろうと思います。

　ご冥福をお祈りいたします。

　５月25日組合の総会が、今年はコロナ対策として三密にならないよう、組合員のほとんどは書面議

決、役員改選の選挙は組合事務所で一日をかけて投票と、これまでとはまるで異なる運営方法になり

ましたが、皆様のご協力により全て無事に終えることが出来ました。誠に有難うございました。

　今回新任３名を含む14名の理事と、同じく新任２名を含む３名の監事が選出され、翌日開かれた理

事会で役職も決まりました。業界を取り巻く社会情勢は大変厳しいものがありますが、井上新理事長

を先頭に、役員一同精一杯力を尽くして組合の運営に当たりますので、これからも皆様のご協力を賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

理事　藤井　秀男
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諺・漢字コーナー【解答】

一．　１．すうよう　　２．ふしょう　　３．しゅくじょ　　４．らいめい
　　　５．かんげん

二．　１．憤慨　　２．雰囲気　　３．紛糾　　４．噴火　　５．奮然

三．　抱腹絶倒（ほうふくぜっとう）
　　　　腹をかかえて大笑いする様子。類義語：破顔大笑、抱腹大笑

　　　率先垂範（そっせんすいはん）
　　　　先に立って模範を示すこと。類義語：率先励行
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宮城県管工業協同組合　第44期　広報委員会

委 員 長　赤　間　勇一郎　（㈱ 赤 間 総 業　代表取締役社長）
副委員長　小　野　修　司　（全 栄 興 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　鈴　木　史　郎　（㈱ 新 東 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　坪　田　達　映　（坪 田 工 業 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　上　野　隆　士　（ウ エ ノ 設 備 ㈱　代表取締役社長）
委　　員　渡　邉　修　一　（㈲ 今 野 設 備 工 業　代表取締役社長）
委　　員　大　泉　雄　介　（㈱ 北 栄 工 業 所　専 務 取 締 役）

専務理事　吉　田　秀　之
常勤理事　藤　井　秀　男

編集・発行


